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【 背 景 と 目 的 】  
全 国 の 周 産 期 母 子 医 療 セ ン タ ー に 入 院 し た 極 低 出 生 体 重 児 の 予
後 に は 施 設 間 差 が 存 在 す る 。 医 療 水 準 の 差 は 診 療 内 容 だ け で は な
く 、 診 療 上 で 利 用 可 能 な 資 源 や 医 療 組 織 体 制 等 に も 影 響 さ れ る こ と
が 推 測 さ れ る 。  
本 研 究 は 、 全 国 4 0 の N I C U（ 新 生 児 集 中 治 療 室 ） を 対 象 と し た 組
織 お よ び 医 療 ス タ ッ フ に 関 す る 調 査 を 通 し て 、 次 の 諸 点 を 明 ら か に
す る こ と を 目 的 と す る 。 １ ） 医 師 と 看 護 師 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン や
協 働 を 測 定 す る I C U  N u r s e - P h y s i c i a n  Q u e s t i o n n a i r e  ( ICU N-P-Q)の 日 本
語 訳 の 信 頼 性 と 妥 当 性 評 価 、 ２ ） N I C U の 組 織 文 化 の 特 性 分 析 と 比
較 。  
 
【 方 法 】  
研 究 1  医 師  3 1 6 名 、看 護 師 1 6 9 0  名 を 対 象 に ICU N-P-Q を 実 施 。医 師
同 士 、 看 護 師 同 士 、 医 師 と 看 護 師 間 の 「 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 」「 リ
ー ダ ー シ ッ プ 」「 問 題 解 決 」「 対 立 回 避 」「 効 果 」「 結 束 力 」「 職 務 満
足 度 」 の 7 分 野 8 1 項 目 を 5 段 階 で 評 価 。 探 索 的 因 子 分 析 で 因 子 構
造 を 確 認 。 因 子 抽 出 後 、 各 下 位 尺 度 の 信 頼 係 数 を 算 出 。 併 存 的 妥 当
性 と し て コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン に 該 当 す る 下 位 尺 度 と 日 本 語 版
N u r s e – P h y s i c i a n  C o l l a b o r a t i o n  S c a l e（ N P C S） と の 相 関 、 予 測 的 妥 当
性 と し て コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 及 び 対 立 マ ネ ー ジ メ ン ト の 下 位 尺 度
と パ フ ォ ー マ ン ス に 該 当 す る 下 位 尺 度 と の 相 関 を 検 討 。  
研 究 2  研 究 1 と 同 じ 対 象 者 に 組 織 文 化 の 評 価 す る 日 本 語 版
C o m p e t i n g  V a l u e s  F r a m e w o r k（ C V F ） を 実 施 。 4 つ の 組 織 文 化 タ イ プ
（「 集 団 型 」「 発 展 型 」「 形 式 型 」「 目 標 達 成 型 」） に 対 応 す る 5 項 目
「 雰 囲 気 」「 リ ー ダ ー シ ッ プ 」「 団 結 」「 重 視 す る こ と 」「 報 酬 」 が 所
属 組 織 に ど の 程 度 当 て は ま る か に 応 じ て 、 各 項 目 の 合 計 が 1 0 0 点 に
な る よ う 点 数 を 配 分 し 、 項 目 の 重 み づ け を す る 方 法 （ イ プ サ テ ィ ブ
デ ー タ ） を 使 用 。 各 項 目 の 平 均 値 （ 幾 何 平 均 ： g m e a n ） と ブ ー ト ス
ト ラ ッ プ 法 に よ る 9 5％ 信 頼 区 間 を 算 出 。 ス タ ッ フ 数 、 病 床 数 、 医 師
の 勤 務 時 間 、 仕 事 の 意 欲 の 得 点 の 中 央 値 を 算 出 し 、 組 織 文 化 タ イ プ
に よ る 差 を 検 討 。  
 
【 結 果 】  
研 究 1  有 効 回 答 は 医 師 2 8 5 名 、 看 護 師 1 4 7 5 名 。 医 師 は 1 5 因 子 、
看 護 師 は 1 2 因 子 が 抽 出 さ れ た 。「 問 題 解 決 」「 対 立 回 避 」 は 同 職 種
間 と 異 職 種 間 で 因 子 解 が 区 別 さ れ な か っ た 。 信 頼 性 係 数 は α ＝ 0 . 5 1
－ 0 . 8 9 で あ っ た 。 一 部 の 下 位 尺 度 を 除 き 、 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 下
位 尺 度 と N P C S（ r = 0 . 0 7 3 - 0 . 5 2 5 ）、 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 及 び 対 立 マ ネ
ー ジ メ ン ト と パ フ ォ ー マ ン ス の 下 位 尺 度 （ r = 0 . 1 0 6 - 0 . 4 4 4） に 有 意 な
正 の 相 関 が み ら れ た 。  
研 究 2  有 効 回 答 は 医 師 2 8 9 名 、看 護 師 1 4 6 9 名 。医 師 の 組 織 文 化 は 、
集 団 型 ( g m e a n、 以 下 同 3 4 . 6 )と 形 式 型  ( 3 1 . 7 )が 発 展 型  ( 1 6 . 3 ) と 目 標
達 成 型 ( 1 7 . 4 ) よ り も 強 い 傾 向 が あ っ た 。 看 護 師 の 組 織 文 化 は 、 形 式
型 ( 3 6 . 3 ) が 最 も 強 く 、 次 い で 集 団 型 ( 2 5 . 8 ) 、 目 標 達 成 型 ( 2 1 . 7 ) 、 発 展
型 ( 1 6 . 3 ) で あ っ た 。 集 団 型 が 強 い 施 設 の 病 床 数 ( m e d i a n、 以 下 同 1 2 )
は 形 式 型 が 強 い 施 設 ( 9 )に 比 べ て 多 く 、看 護 師 の 仕 事 の 意 欲 は 集 団 型
が 強 い 施 設 ( 2 . 8 )が 形 式 型 の 強 い 施 設 ( 2 . 6 )よ り も や や 高 か っ た 。  
 
【 考 察 ・ 結 論 】  
ICU N-P-Qは 医 師 と 看 護 師 で 因 子 構 造 に 違 い が 見 ら れ た が 、一 部 の 下
位 尺 度 を 除 き 、 併 存 的 妥 当 性 と 予 測 的 妥 当 性 が 確 認 さ れ た 。「 問 題
解 決 」「 対 立 回 避 」 の 因 子 解 が 区 別 さ れ な か っ た の は 、 N I C Uに お け
る 役 割 の 特 徴 や 重 複 が 関 係 す る 可 能 性 が あ る 。 原 版 と は や や 異 な る
構 造 で あ る が 、妥 当 性 が 確 認 さ れ た 下 位 尺 度 に つ い て は 、 N I C Uや 類
似 の 医 療 チ ー ム 内 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 評 価 が 可 能 と 判 断 さ れ た 。  
N I C U の 組 織 文 化 は 職 種 に よ り 異 な り 、医 師 で は 集 団 型 と 形 式 型 、
看 護 師 で は 形 式 型 が 強 か っ た 。 看 護 師 は 、 集 団 型 の 特 徴 で あ る 柔 軟
で 親 し み 易 い 職 場 環 境 に よ り 、 仕 事 へ の 意 欲 が 高 ま る 可 能 性 が 示 唆
さ れ た 。  
組 織 内 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・ 組 織 文 化 の 評 価 は 医 療 の 質 の 向 上 を





我 が 国 の 極 低 出 生 体 重 児 の 予 後 に は 施 設 間 差 が 存 在 す る 。 治 療
成 績 の 差 は 診 療 内 容 の み な ら ず 、 資 源 や 組 織 体 制 等 も 影 響 す る こ
と が 推 測 さ れ る 。今 回 、全 国 4 0 の 新 生 児 集 中 治 療 室 の 調 査 を 通 し
て 、医 師・看 護 師 間 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 尺 度 の 日 本 語 訳 の 信 頼 性 ・
妥 当 性 の 検 証 及 び 組 織 文 化 の 特 性 を 明 ら か に し た 。 探 索 的 因 子 分
析 の 結 果 、 医 師 は 1 5 因 子 、 看 護 師 は 1 2 因 子 が 抽 出 さ れ た 。 下 位
尺 度 の 信 頼 性 は 中 ～ 高 程 度 で あ っ た 。 一 部 の 下 位 尺 度 を 除 き 、 コ
ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 下 位 尺 度 と 既 存 の 医 師 ・ 看 護 師 協 働 尺 度 、 コ
ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・ 対 立 マ ネ ー ジ メ ン ト と パ フ ォ ー マ ン ス の 下 位
尺 度 に 正 の 相 関 が み ら れ た 。 医 師 の 組 織 文 化 は 、 集 団 と 形 式 が 発
展 と 目 標 達 成 よ り も 強 か っ た 。 看 護 師 の 組 織 文 化 は 、 形 式 が 最 も
強 く 、 次 い で 集 団 、 目 標 達 成 、 発 展 で あ っ た 。  
医 師 ・ 看 護 師 間 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 尺 度 は 医 師 と 看 護 師 で 因 子
構 造 が 異 な り 、 併 存 的 妥 当 性 と 予 測 的 妥 当 性 は 限 定 的 で あ っ た 。
試 用 の 際 は 信 頼 性 ・ 妥 当 性 の 検 証 の 追 加 を 検 討 し 、 慎 重 な 利 用 と
解 釈 に 留 意 す る 必 要 が あ る 。 組 織 文 化 は 医 師 で は チ ー ム ワ ー ク と
規 則 、 看 護 師 で は 規 則 を 重 視 す る 傾 向 が 強 か っ た 。 集 中 治 療 室 の
効 果 的 な チ ー ム 医 療 に 不 可 欠 な 医 師 と 看 護 師 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ
ン 及 び 組 織 文 化 の 評 価 は 医 療 の 質 向 上 に 新 た な 知 見 を 示 す と 考 え
る 。  
以 上 の 研 究 は 新 生 児 集 中 治 療 室 の 組 織 特 性 の 解 明 に 貢 献 し 、 今
後 の 新 生 児 医 療 の 質 向 上 に 寄 与 す る と こ ろ が 多 い 。 し た が っ て 、
本 論 文 は 博 士 （ 社 会 健 康 医 学 ） の 学 位 論 文 と し て 価 値 あ る も の と
認 め る 。 な お 、 本 学 位 授 与 申 請 者 は 、 平 成 2 9 年 1 2 月 5 日 実 施 の
論 文 内 容 と そ れ に 関 連 し た 試 問 、 並 び に 審 査 に 対 す る レ ポ ー ト の
評 価 を 受 け 、 合 格 と 認 め ら れ た も の で あ る 。  
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